
　はじめに

　林産試験場と道立北方建築総合研究所は，道産針

葉樹材を用いて住宅用構造部材（道産Ⅰ形梁）を開

発しました。

　道産Ⅰ形梁とは，写真1のように断面形状がアル

ファベットの「Ⅰ」の形をした住宅用構造材料で

す。道産トドマツ製材と道産カラマツ合板を接着剤

を用いて組み立てており，軽量で強度が高く，寸法

安定性に優れているのが特徴です。

　事業での取り組み

　平成12～13年度の木材産業技術高度化促進事業にお

いて，久保木工（株）と共同で，工務店の協力を得

ながら，実用化に向けて以下の内容について検討し

ました。

（1）製造システムの開発

　部材の切削加工，接着剤の塗布，組立工程におけ

る効率的な作業方法と工程管理手法を検討し，企業

での量産体制を確立しました（写真2）。また，強度

試験により試作品が十分な性能を持つことを確認し

ました。

（2）テストマーケット活動

　道内外の住宅メーカーに対して市場性調査を行

い，道産Ⅰ形梁への要望や利用可能性を把握しまし

た。また，住宅への試験施工（写真3）やゲストハウ

スの試作（写真4）を行い，出荷までの生産体制，施

工者による寸法形状・仕上がり・施工性の評価，新

たな用途への可能性の検討を行いました。それらの

結果を踏まえて，新聞広告や展示会への出展を行

い，一般消費者や工務店へのPRを行いました。

　事業の成果

　本事業により，国産材を用いたⅠ形梁が全国で初

めて製品化されました。そして，林産試験場のサ

ポートにより17年5月に住宅用構造材料として国土交

通大臣の認定を取得したことで利用範囲が広がり，

住宅用床根太やたるきとして導入する工務店が徐々

に増えています。

　道産Ⅰ形梁を利用して商品化されたゲストハウス

についても，これまでに道内外で多数の販売実績が

あり，道産トドマツ製材や道産カラマツ合板の需要

拡大にも貢献しています。

　今後は，構造用製材，構造用集成材に次ぐ新たな

道産構造材として，人工林材の有効利用と「地材地消」

を実現する製品として普及することが期待されます。
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